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手続きは簡単です！ 
役場3階で住所と名前を書くだけ 
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会議録が 
閲覧できます 

http://www.town.oguchi

.aichi.jp/2741.htm

9月 2日（金） 提案説明 
9月 7日（水） 質疑 
9月 8日（木） 質疑・委員会付託 
9月12日（月） 総務建設常任委員会 
9月14日（水） 文教福祉常任委員会 
9月20日（火） 一般質問 
9月21日（水） 一般質問 
9月27日（火） 討論・採決 

表紙の写真 
ガンバレ！

　「バシッ！」という音がグラウンドに響
き渡ります。間近で見ると怖いくらい、
すごい迫力です。 
　ヘルメットの白線と桜は五条川をデ
ザインしたもので、町内企業のチーム
であることの証しです。 
　今年も地元の代表として、熱い応援
を背に力いっぱい戦いました。 
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議会だより 議会だより 自転車大好き、 
まちのお菓子屋さん 

沢田　正 さん 

取材を終えて 
　沢田さんの自転車は、片手で軽々持ち上が
るほど軽かったです。いつも交通安全に気を
つけているとのお話も伺いました。（吉田　正） 

議長の任期　2年を1年に 
北保育園建設工事（第2期）　3億7800万円 
一般質問　避難所では女性への配慮を 
　　　　　もったいない！ 食品ロスの削減を 
全議員　こう使った政務活動費 

～

愛する自転車と 

喜んでもらえるお菓子を作り続けます 
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女子ソフトボール 2016年日本リーグ2部（5月20～22日　総合運動場） 女子ソフトボール 2016年日本リーグ2部（5月20～22日　総合運動場） 

♪　趣味はなんですか？ 
　自転車（ロードバイク）に乗るのが好きです。
好きな理由は分かりませんが、「自分のでき
ることをできる限り命の続く限り！でも、た
まにはサボる」。それが楽しく続けられるコ
ツかと思います。 

 

♪　町や皆さんに言いたいことはありますか？ 
　この種の自転車は、車道を結構予想外なス
ピードで走りますし、時に隊列をなしドライ
バーの皆さんには大変なお邪魔虫となってお
りますが、寛大な思いやりを持って見守って
いただけたらなあと思います。 

 
♪　本業は、まちのお菓子屋さんですね？ 

　非常に微力ではありますが、わがまち大口
町の更なる活性化と知名度向上のために、得
意な菓子作りで貢献できるよう努力しています。 
 

♪　お店の他に、どこに置いていますか？ 
　県営名古屋空港のアンテナショップ「まる
っと！あいち」と名古屋栄の中日ビルタウン「ピ
ピっと！あいち」に、大口町の名前入りのお
菓子2種類（もちろん町内産の食材を使用）
を常時置いていただいています。また、愛知
県が推進している「いいともあいち運動」に
も参加しています。 
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委員長　齊木一三 宮田和美 

総務建設常任委員会 
委員　8人 

総務部・地域協働部・産業建設部・会計管理者等の
所管事項の調査、条例・予算などの審査をします。 

委員　7人 
健康福祉部・生涯教育部の所管事項の調査、条例・
予算などの審査をします。 

文教福祉常任委員会 総務建設常任委員会 文教福祉常任委員会 

副議長　丹羽　孝 
2期目　71歳 
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丹羽　勉 木野春徳 

委員長　伊藤　浩 副委員長　鈴木義彦 

吉田　正 酒井正宗 齊木一三 

丹羽　孝 宮田和美 倉知敏美 
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委員長　大島保憲 副委員長　大竹伸一 

船戸光夫 岡　孝夫 柘植　満 

丹羽　勉 木野春徳 

委員長　伊藤　浩 副委員長　鈴木義彦 

吉田　正 酒井正宗 齊木一三 

丹羽　孝 宮田和美 倉知敏美 

おおぐち議会だより　No.208
平成  28年7 月29日発行 

おおぐち議会だより　No.208
平成  28年7 月29日発行 3 2

身
近
で
分
か
り
や
す
い
議
会
を
目
指
す
 

説
明
責
任
を
果
た
し
、開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
 



答 □ 

答 □ 問 □ 
問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

答 □ 問 □ 

問 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

答 □ 

問 □ 問 □ 

答 □ 

質疑
あれこれ
議案質疑、総務建設及び文

教福祉の各常任委員会での

主な質疑を掲載します。 

質疑
あれこれ

利
用
者
負
担
額
は
、
国

の
基
準
を
超
え
て
い
る
か
。
 

国
の
基
準
の
50
％
程
度

で
定
め
て
お
り
、
超
え
て
い

な
い
。
 

 

ひ
と
り
親
世
帯
の
延
長

保
育
料
は
ど
う
な
る
の
か
。
 

10
時
間
30
分
（
短
時
間

＋
延
長
保
育
）
預
け
た
場
合

と
11
時
間
（
標
準
時
間
）
預

け
た
場
合
で
、
支
払
う
金
額

が
逆
転
し
な
い
よ
う
、
利
用

者
負
担
額
と
同
様
に
改
定
し

た
。
 

 
義
務
教
育
学
校
に
対
す

る
全
国
や
県
の
動
向
は
。
 

全
国
で
は
1
3
6
校
で
、

今
年
度
は
22
校
が
開
校
を
予

定
し
て
い
る
。
県
内
に
は
な

い
。
 

 
教
員
や
保
育
士
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
資
格
を
持
つ
支

援
員
が
い
れ
ば
、
学
習
面
で

の
相
談
も
対
応
可
能
で
は
。
 

現
在
、
幼
稚
園
や
保
育

士
、
小
中
学
校
教
員
の
資
格

を
持
つ
支
援
員
が
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
経
験
が
児
童
ク
ラ

ブ
運
営
に
反
映
さ
れ
る
の
が

望
ま
し
い
。
 

 

義
務
教
育
学
校
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
の
か
。
 

検
討
し
て
い
な
い
。
 

 
﹇
償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）﹈ 

 7
0
0
0
万
円
増
と
の

こ
と
だ
が
、
今
回
の
追
加
分

は
、
来
年
度
、
再
来
年
度
は

ど
う
な
る
か
。
 

上
位
3
社
で
約
3
5
0
 

0
万
円
の
増
。
償
却
資
産
は
、

設
備
の
更
新
の
有
無
に
よ
り

増
減
す
る
た
め
、
来
年
度
以

降
の
予
想
は
で
き
な
い
。
 

 町
内
企
業
再
投
資
促
進

補
助
金
に
よ
る
効
果
額
は
。
 

27
年
度
は
1
社
に
対
し

補
助
。
そ
の
分
は
約
2
0
0
 

0
万
円
と
試
算
。
 

 

﹇
B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
﹈ 

 予
防
接
種
は
、
何
人
分

を
計
上
し
て
い
る
か
。
 

生
後
1
歳
ま
で
が
助
成

対
象
で
3
回
接
種
が
必
要
。

延
べ
4
8
0
人
の
接
種
を
見

込
む
。
 

 何
ら
か
の
理
由
で
、
接

種
期
間
（
1
歳
ま
で
）
を
過

ぎ
て
3
回
目
を
接
種
す
る
場

合
、
町
と
し
て
の
助
成
は
。
 

定
期
予
防
接
種
は
適
切

な
接
種
期
間
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
を
第
一
に
推
奨

し
て
い
く
。
現
時
点
で
接
種

期
間
を
過
ぎ
た
場
合
の
公
費

助
成
は
な
い
が
調
査
・
研
究

す
る
。
 

 

﹇
国
・
県
の
補
助
金
等
の
活
用
﹈ 

 申
請
手
続
き
が
難
し
い

も
の
も
あ
る
が
、
常
に
調
査

し
、
で
き
る
だ
け
補
助
金
等

を
活
用
す
べ
き
で
は
。
 

特
に
管
理
職
員
に
対
し
、

事
業
に
充
て
ら
れ
る
補
助
金

等
を
確
保
す
る
よ
う
意
識
付

け
て
い
る
。
町
財
政
の
面
か

ら
も
、
補
助
金
等
を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
き
た
い
。
 

 

今
後
の
工
事
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。
 

8
月
に
地
盤
改
良
、
9

月
に
は
基
礎
工
事
に
入
る
予

定
。
工
期
は
平
成
29
年
3
月

9
日
ま
で
。
 

 
○町提出（5議案） 
　採決の結果 
　［全会一致で可決］ 
 
 
 
○陳情（1件） 

6月定例会を、6月1日から21日までの21日間の会期で開催しました。 
■ 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する条例

の一部改正 
■ 放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正 
■ 児童扶養手当支給条例の一部改正 
■ 平成28年度一般会計補正予算 
■ 北保育園建設工事（第2期）請負契約 
 

採決の結果　［聞き置く］ 
 
一般質問では、7議員が町政全般にわたり質問しました。 

6月議会で決まった内容 

陳
情 

　
6
月
議
会
に
提
出
さ

れ
た
陳
情
は
、総
務
建
設

常
任
委
員
会
で
審
査
し

ま
し
た
。
 

 陳
情
者
 

春
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

実
行
委
員
会
 

代
表
　
榑
松
　
佐
一
 

・
憲
法
を
い
か
し
て
働
く
者

の
権
利
を
守
り
、住
民
生

活
の
向
上
、平
和
施
策
の

充
実
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

平成28年4月生まれの者の接種スケジュール例 

第1期工事完了時の北保育園 

28年 29年 

おおぐち議会だより　No.208
平成  28年7 月29日発行 

おおぐち議会だより　No.208
平成  28年7 月29日発行 

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
利
用
者
負
担
等
に
関
す
る
条
例
 

　
年
収
が
約
3
6
0
万
円
未
満
相
当
の
世
帯
に
つ
い
て
、多

子
軽
減
に
お
け
る
年
齢
の
上
限
を
撤
廃
、ひ
と
り
親
世
帯
等

の
利
用
者
負
担
額
等
の
軽
減
措
置
を
拡
大
す
る
。 

児
童
扶
養
手
当
支
給
条
例
 

　
「
児
童
」（
18
歳
以
下
の
者
）の
定
義
に
小
中
一
貫
教
育
を
行

う
学
校
の
後
期
課
程
に
在
学
す
る
者
等
を
含
め
る
。 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
 

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
放
課
後
児
童
支
援
員
に
な
り
得
る

者
に
、小
中
一
貫
教
育
を
行
う
学
校
の
教
諭
の
有
資
格
者
を
加

え
る
。 

条
例
の
改
正
 

平
成
２８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
 

北
保
育
園
建
設
工
事（
第
2
期
）請
負
契
約
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答 □ 

答 □ 問 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

答 □ 問 □ 

問 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

答 □ 

問 □ 問 □ 

答 □ 

質疑
あれこれ
議案質疑、総務建設及び文

教福祉の各常任委員会での

主な質疑を掲載します。 

質疑
あれこれ

利
用
者
負
担
額
は
、
国

の
基
準
を
超
え
て
い
る
か
。
 

国
の
基
準
の
50
％
程
度

で
定
め
て
お
り
、
超
え
て
い

な
い
。
 

 

ひ
と
り
親
世
帯
の
延
長

保
育
料
は
ど
う
な
る
の
か
。
 

10
時
間
30
分
（
短
時
間

＋
延
長
保
育
）
預
け
た
場
合

と
11
時
間
（
標
準
時
間
）
預

け
た
場
合
で
、
支
払
う
金
額

が
逆
転
し
な
い
よ
う
、
利
用

者
負
担
額
と
同
様
に
改
定
し

た
。
 

 
義
務
教
育
学
校
に
対
す

る
全
国
や
県
の
動
向
は
。
 

全
国
で
は
1
3
6
校
で
、

今
年
度
は
22
校
が
開
校
を
予

定
し
て
い
る
。
県
内
に
は
な

い
。
 

 
教
員
や
保
育
士
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
資
格
を
持
つ
支

援
員
が
い
れ
ば
、
学
習
面
で

の
相
談
も
対
応
可
能
で
は
。
 

現
在
、
幼
稚
園
や
保
育

士
、
小
中
学
校
教
員
の
資
格

を
持
つ
支
援
員
が
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
経
験
が
児
童
ク
ラ

ブ
運
営
に
反
映
さ
れ
る
の
が

望
ま
し
い
。
 

 

義
務
教
育
学
校
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
の
か
。
 

検
討
し
て
い
な
い
。
 

 
﹇
償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）﹈ 

 7
0
0
0
万
円
増
と
の

こ
と
だ
が
、
今
回
の
追
加
分

は
、
来
年
度
、
再
来
年
度
は

ど
う
な
る
か
。
 

上
位
3
社
で
約
3
5
0
 

0
万
円
の
増
。
償
却
資
産
は
、

設
備
の
更
新
の
有
無
に
よ
り

増
減
す
る
た
め
、
来
年
度
以

降
の
予
想
は
で
き
な
い
。
 

 町
内
企
業
再
投
資
促
進

補
助
金
に
よ
る
効
果
額
は
。
 

27
年
度
は
1
社
に
対
し

補
助
。
そ
の
分
は
約
2
0
0
 

0
万
円
と
試
算
。
 

 

﹇
B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
﹈ 

 予
防
接
種
は
、
何
人
分

を
計
上
し
て
い
る
か
。
 

生
後
1
歳
ま
で
が
助
成

対
象
で
3
回
接
種
が
必
要
。

延
べ
4
8
0
人
の
接
種
を
見

込
む
。
 

 何
ら
か
の
理
由
で
、
接

種
期
間
（
1
歳
ま
で
）
を
過

ぎ
て
3
回
目
を
接
種
す
る
場

合
、
町
と
し
て
の
助
成
は
。
 

定
期
予
防
接
種
は
適
切

な
接
種
期
間
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
を
第
一
に
推
奨

し
て
い
く
。
現
時
点
で
接
種

期
間
を
過
ぎ
た
場
合
の
公
費

助
成
は
な
い
が
調
査
・
研
究

す
る
。
 

 

﹇
国
・
県
の
補
助
金
等
の
活
用
﹈ 

 申
請
手
続
き
が
難
し
い

も
の
も
あ
る
が
、
常
に
調
査

し
、
で
き
る
だ
け
補
助
金
等

を
活
用
す
べ
き
で
は
。
 

特
に
管
理
職
員
に
対
し
、

事
業
に
充
て
ら
れ
る
補
助
金

等
を
確
保
す
る
よ
う
意
識
付

け
て
い
る
。
町
財
政
の
面
か

ら
も
、
補
助
金
等
を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
き
た
い
。
 

 

今
後
の
工
事
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。
 

8
月
に
地
盤
改
良
、
9

月
に
は
基
礎
工
事
に
入
る
予

定
。
工
期
は
平
成
29
年
3
月

9
日
ま
で
。
 

 
○町提出（5議案） 
　採決の結果 
　［全会一致で可決］ 
 
 
 
○陳情（1件） 

6月定例会を、6月1日から21日までの21日間の会期で開催しました。 
■ 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する条例

の一部改正 
■ 放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正 
■ 児童扶養手当支給条例の一部改正 
■ 平成28年度一般会計補正予算 
■ 北保育園建設工事（第2期）請負契約 
 

採決の結果　［聞き置く］ 
 
一般質問では、7議員が町政全般にわたり質問しました。 

6月議会で決まった内容 

陳
情 

　
6
月
議
会
に
提
出
さ

れ
た
陳
情
は
、総
務
建
設

常
任
委
員
会
で
審
査
し

ま
し
た
。
 

 陳
情
者
 

春
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

実
行
委
員
会
 

代
表
　
榑
松
　
佐
一
 

・
憲
法
を
い
か
し
て
働
く
者

の
権
利
を
守
り
、住
民
生

活
の
向
上
、平
和
施
策
の

充
実
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

平成28年4月生まれの者の接種スケジュール例 

第1期工事完了時の北保育園 

28年 29年 

おおぐち議会だより　No.208
平成  28年7 月29日発行 

おおぐち議会だより　No.208
平成  28年7 月29日発行 

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
利
用
者
負
担
等
に
関
す
る
条
例
 

　
年
収
が
約
3
6
0
万
円
未
満
相
当
の
世
帯
に
つ
い
て
、多

子
軽
減
に
お
け
る
年
齢
の
上
限
を
撤
廃
、ひ
と
り
親
世
帯
等

の
利
用
者
負
担
額
等
の
軽
減
措
置
を
拡
大
す
る
。 

児
童
扶
養
手
当
支
給
条
例
 

　
「
児
童
」（
18
歳
以
下
の
者
）の
定
義
に
小
中
一
貫
教
育
を
行

う
学
校
の
後
期
課
程
に
在
学
す
る
者
等
を
含
め
る
。 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
 

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
放
課
後
児
童
支
援
員
に
な
り
得
る

者
に
、小
中
一
貫
教
育
を
行
う
学
校
の
教
諭
の
有
資
格
者
を
加

え
る
。 

条
例
の
改
正
 

平
成
２８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
 

北
保
育
園
建
設
工
事（
第
2
期
）請
負
契
約
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自
然
歩
道
の
車
止
め

に
は
、
車
両
侵
入
防

止
と
夜
間
の
歩
行
者
の
た
め
、

反
射
テ
ー
プ
が
取
り
付
け
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
位
置

が
低
く
劣
化
も
し
て
お
り
、

効
力
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
。
 

車
止
め
の
設

置
後
、
L
E
 

D
に
よ
る
点
滅
と
反
射
テ
ー

プ
は
交
換
さ
れ
て
い
な
い
。

欠
落
箇
所
を
調
査
し
、
修
繕

す
る
。
取
り
付
け
位
置
は
、

車
止
め
の
取
り
換
え
工
事
の

際
、
景
観
を
考
慮
し
な
が
ら

改
良
を
検
討
す
る
。
 

歩
道
に
は
、
桜
の
根

に
よ
る
亀
裂
や
凸
凹

が
あ
り
、
歩
行
者
が
つ
ま
ず

い
て
転
倒
す
る
危
険
が
潜
ん

で
い
な
い
か
。
 

 

ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
の
根
は
横

に
伸
び
る
性
質
が
あ
る
。
事

故
防
止
の
た
め
簡
易
な
修
繕

を
し
な
が
ら
、
当
面
は
「
段

差
あ
り
」
等
の
看
板
を
設
置

し
、
注
意
喚
起
を
す
る
。
 

 

外
坪
松
山
地
区
の
児

童
の
通
学
路
と
な
っ

て
い
る
県
道
小
口
名
古
屋
線

は
、
歩
道
の
幅
員
が
狭
く
、

登
下
校
す
る
児
童
の
す
ぐ
脇

を
車
が
通
行
し
て
お
り
、
危

険
。
 

歩
道
の
幅
員

は
1.5
m
で
、

車
道
幅
員
・
路
側
帯
も
通
常

よ
り
狭
い
。
特
に
大
型
車
両

と
歩
行
者
の
間
隔
が
接
近
す

る
た
め
、
愛
知
県
に
対
し
改

良
工
事
を
要
望
す
る
。
 

児
童
生
徒
が
、
安
全

安
心
で
登
下
校
で
き

る
通
学
路
の
見
直
し
点
検
、

「
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
（
以
下
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
の
策
定
、
進
行
状
況
は
。
 

平
成
27
年
11

月
、
学
校
と

関
係
機
関
が
、
通
学
路
の
安

全
対
策
を
よ
り
一
層
連
携
し

て
い
く
た
め
、
「
通
学
路
安

全
推
進
会
議
設
置
要
綱
」
を

制
定
し
た
。
本
年
度
、
会
議

を
立
ち
上
げ
て
具
体
的
な
方

針
を
決
定
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

策
定
す
る
。
 

 大
竹 

大
竹 

大
竹 

大
竹 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

登下校時の安全対策は 
部長 「通学路交通安全プログラム」を策定、安全確保を図る 

通学路 

尾
北
自
然
歩
道
の
安
全
対
策
は
 

部
長 

事
故
防
止
の
た
め
、危
険
箇
所
を
修
繕
す
る 

一
　
般 

質
　
問 

大

竹

伸

一

 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどうなっ
たかを調査しました。 

あれから どうなった?

7議員が質問 町政を問う 町政を問う 
一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 
大竹　伸一 

船戸　光夫 

酒井　正宗 

伊藤　　浩 

吉田　　正 

柘植　　満 

宮田　和美 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

尾北自然歩道の安全対策は 
通学路　登下校時の安全対策は 
避難所では女性への配慮を 
非常食　各家庭は3日分の備蓄を 
都市計画道路　小口線・役場前線の見通しは 
「こども110番の家」緊急時の対処法の指導は 
子育て支援　プレミアム商品券の発行を 
耕作放棄地　一番よい対策は何か 
雇用促進住宅　売却不成立だと平成33年度に廃止 
原子爆弾被爆者受診旅費交付金を増額せよ 
もったいない！　食品ロスの削減を 
子育て支援　ロタウイルスワクチンの公費助成を 
自転車事故の撲滅を 
可燃ごみの減量を 

P7 

P8 

P9 

P10 

P11 

P12 

P13

防犯灯の地元負担をなくすべき。 
 
防犯灯の維持管理は、行政区交付金で町が
その一部を負担している。現在、26年度の区
長の代表者6人と交付金の見直しを検討し
ており、その中で結論を出したい。 

平成27年6月議会（吉田　正） 

防犯灯の地元負担をなくせ 

問 

答 

28年度から防犯灯の管理は町で実施し、
地元負担はなくなりました。なお、地元
には防犯灯が切れた場合、町へ連絡し
ていただくことをお願いしています。 

質問者の満足度 地方自治体の一番大切
な仕事は、住民の安全を
守ることと地方自治法
第2条に書かれています。 

納税に対する返礼品を本町の特産品から掘
り起こし、地域産業を応援する等、ふるさと納
税の取組みを行ったらどうか。 
 
本制度を産業振興策の1つとして返礼品を
用意することに異論はない。 

平成27年6月議会（大島保憲） 

ふるさと納税で産業振興を 

問 

答 

まちづくりを応援していただく一環とし
て、産業振興、さくら保存、青少年育成、
松江市交流などが明確になる形で、返
礼品を用意しました。28年5月1日より
受付を開始しています。 

質問者の満足度 本町の特産品（かりもり、
あいちのかおり）の知名度
が上がり、生産意欲が向上
するものと期待しています。 

一
　
般 

質
　
問 

こ
う
な
っ
た
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

まあまあ 

にっこり 

大 竹 伸 一  

道路と自然歩道の境に設置されている車止め 

登下校時の歩道の安全確保が望まれる 
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自
然
歩
道
の
車
止
め

に
は
、
車
両
侵
入
防

止
と
夜
間
の
歩
行
者
の
た
め
、

反
射
テ
ー
プ
が
取
り
付
け
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
位
置

が
低
く
劣
化
も
し
て
お
り
、

効
力
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
。
 

車
止
め
の
設

置
後
、
L
E
 

D
に
よ
る
点
滅
と
反
射
テ
ー

プ
は
交
換
さ
れ
て
い
な
い
。

欠
落
箇
所
を
調
査
し
、
修
繕

す
る
。
取
り
付
け
位
置
は
、

車
止
め
の
取
り
換
え
工
事
の

際
、
景
観
を
考
慮
し
な
が
ら

改
良
を
検
討
す
る
。
 

歩
道
に
は
、
桜
の
根

に
よ
る
亀
裂
や
凸
凹

が
あ
り
、
歩
行
者
が
つ
ま
ず

い
て
転
倒
す
る
危
険
が
潜
ん

で
い
な
い
か
。
 

 

ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
の
根
は
横

に
伸
び
る
性
質
が
あ
る
。
事

故
防
止
の
た
め
簡
易
な
修
繕

を
し
な
が
ら
、
当
面
は
「
段

差
あ
り
」
等
の
看
板
を
設
置

し
、
注
意
喚
起
を
す
る
。
 

 

外
坪
松
山
地
区
の
児

童
の
通
学
路
と
な
っ

て
い
る
県
道
小
口
名
古
屋
線

は
、
歩
道
の
幅
員
が
狭
く
、

登
下
校
す
る
児
童
の
す
ぐ
脇

を
車
が
通
行
し
て
お
り
、
危

険
。
 

歩
道
の
幅
員

は
1.5
m
で
、

車
道
幅
員
・
路
側
帯
も
通
常

よ
り
狭
い
。
特
に
大
型
車
両

と
歩
行
者
の
間
隔
が
接
近
す

る
た
め
、
愛
知
県
に
対
し
改

良
工
事
を
要
望
す
る
。
 

児
童
生
徒
が
、
安
全

安
心
で
登
下
校
で
き

る
通
学
路
の
見
直
し
点
検
、

「
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
（
以
下
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
の
策
定
、
進
行
状
況
は
。
 

平
成
27
年
11

月
、
学
校
と

関
係
機
関
が
、
通
学
路
の
安

全
対
策
を
よ
り
一
層
連
携
し

て
い
く
た
め
、
「
通
学
路
安

全
推
進
会
議
設
置
要
綱
」
を

制
定
し
た
。
本
年
度
、
会
議

を
立
ち
上
げ
て
具
体
的
な
方

針
を
決
定
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

策
定
す
る
。
 

 大
竹 

大
竹 

大
竹 

大
竹 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

登下校時の安全対策は 
部長 「通学路交通安全プログラム」を策定、安全確保を図る 

通学路 

尾
北
自
然
歩
道
の
安
全
対
策
は
 

部
長 
事
故
防
止
の
た
め
、危
険
箇
所
を
修
繕
す
る 

一
　
般 

質
　
問 

大

竹

伸

一

 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどうなっ
たかを調査しました。 

あれから どうなった?

7議員が質問 町政を問う 町政を問う 
一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 
大竹　伸一 

船戸　光夫 

酒井　正宗 

伊藤　　浩 

吉田　　正 

柘植　　満 

宮田　和美 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

尾北自然歩道の安全対策は 
通学路　登下校時の安全対策は 
避難所では女性への配慮を 
非常食　各家庭は3日分の備蓄を 
都市計画道路　小口線・役場前線の見通しは 
「こども110番の家」緊急時の対処法の指導は 
子育て支援　プレミアム商品券の発行を 
耕作放棄地　一番よい対策は何か 
雇用促進住宅　売却不成立だと平成33年度に廃止 
原子爆弾被爆者受診旅費交付金を増額せよ 
もったいない！　食品ロスの削減を 
子育て支援　ロタウイルスワクチンの公費助成を 
自転車事故の撲滅を 
可燃ごみの減量を 

P7 

P8 

P9 

P10 

P11 

P12 

P13

防犯灯の地元負担をなくすべき。 
 
防犯灯の維持管理は、行政区交付金で町が
その一部を負担している。現在、26年度の区
長の代表者6人と交付金の見直しを検討し
ており、その中で結論を出したい。 

平成27年6月議会（吉田　正） 

防犯灯の地元負担をなくせ 

問 

答 

28年度から防犯灯の管理は町で実施し、
地元負担はなくなりました。なお、地元
には防犯灯が切れた場合、町へ連絡し
ていただくことをお願いしています。 

質問者の満足度 地方自治体の一番大切
な仕事は、住民の安全を
守ることと地方自治法
第2条に書かれています。 

納税に対する返礼品を本町の特産品から掘
り起こし、地域産業を応援する等、ふるさと納
税の取組みを行ったらどうか。 
 
本制度を産業振興策の1つとして返礼品を
用意することに異論はない。 

平成27年6月議会（大島保憲） 

ふるさと納税で産業振興を 

問 

答 

まちづくりを応援していただく一環とし
て、産業振興、さくら保存、青少年育成、
松江市交流などが明確になる形で、返
礼品を用意しました。28年5月1日より
受付を開始しています。 

質問者の満足度 本町の特産品（かりもり、
あいちのかおり）の知名度
が上がり、生産意欲が向上
するものと期待しています。 

一
　
般 

質
　
問 

こ
う
な
っ
た
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

まあまあ 

にっこり 

大 竹 伸 一  

道路と自然歩道の境に設置されている車止め 

登下校時の歩道の安全確保が望まれる 
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船 戸 光 夫  

一
　
般 

質
　
問 

船

戸

光

夫

 

避
難
所
で
は
、
特
に

女
性
へ
の
配
慮
が
重

要
と
思
う
が
。
 町

地
域
防
災

計
画
の
「
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で

は
、
女
性
や
乳
幼
児
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
窓
口

に
女
性
を
配
置
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
災
害
時
は
健
康
文

化
セ
ン
タ
ー
や
中
央
公
民
館

の
授
乳
室
を
有
効
に
活
用
す

る
。
 

女
性
の
視
点
に
よ
る
、

よ
り
具
体
的
な
避
難

所
運
営
を
計
画
に
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。
 

過
去
の
災
害

事
例
を
参
考

に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
取
り
入

れ
て
い
く
。
子
ど
も
、
高
齢

者
、
動
物
な
ど
へ
の
配
慮
も

同
様
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
 

 

現
在
、
町
の
防
災
倉

庫
1
か
所
だ
け
で
非

常
食
を
備
蓄
し
て
い
る
。
各

行
政
区
に
非
常
食
の
保
管
管

理
を
依
頼
し
て
は
。
 

地
形
や
位
置

か
ら
、
避
難

所
が
孤
立
す
る
こ
と
は
考
え

に
く
い
。
非
常
食
は
、
県
の

支
援
物
資
受
け
入
れ
場
所
に

指
定
さ
れ
て
い
る
防
災
倉
庫

で
一
括
管
理
し
、
各
行
政
区

で
の
分
散
管
理
は
考
え
て
い

な
い
。
 1

か
所
で
、
非
常
食

の
届
け
や
受
け
取
り

は
可
能
か
。
 

役
場
か
ら
各

避
難
所
ま
で

は
遠
く
て
3
㎞
の
た
め
、
配

送
は
可
能
と
考
え
る
。
 

 

飲
料
水
や
食
料
な
ど

は
、
各
家
庭
で
最
低

3
日
間
の
備
蓄
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
浸

透
し
て
い
な
い
。
 

各
家
庭
で
の

備
蓄
は
、
防

災
の
自
助
の
1
つ
と
し
て
重

要
。
 

　
熊
本
地
震
を
受
け
、
4
月

下
旬
に
各
小
学
校
で
は
、
家

庭
で
の
備
蓄
啓
発
シ
ー
ル
を

張
っ
た
ク
ラ
ッ
カ
ー
配
布
、

広
報
6
月
号
で
は
1
ペ
ー
ジ

を
使
い
、
「
地
震
の
備
え
」

を
特
集
し
た
。
 

　
「
防
災
マ
ッ
プ
」
な
ど
で
、

引
き
続
き
周
知
・
啓
発
を
続

け
る
。
 

船
戸 

船
戸 

船
戸 

船
戸 

船
戸 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

両
路
線
の
用
地
取
得

の
進
行
状
況
は
。
 

用
地
取
得
は
、

役
場
前
線
を

優
先
し
て
進
め
て
い
る
。
用

地
取
得
率
は
90
・
6
％
。
 

　
小
口
線
は
、
県
道
小
口
岩

倉
線
下
小
口
三
丁
目
交
差
点

か
ら
五
条
川
樋
田
橋
ま
で
の

区
間
で
、
用
地
取
得
率
は
0
・

4
％
。
 

 

工
事
着
手
で
き
る
部

分
、
計
画
全
体
の
見

通
し
は
。
 

本
年
度
、
役

場
前
線
は
、

延
長
1
0
0
m
・
幅
員
16
m

で
の
暫
定
整
備
を
予
定
（
役

場
東
土
地
改
良
碑
前
か
ら
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
西
側
交
差

点
ま
で
）
。
 

　
平
成
33
年
度
末
の
供
用
開

始
を
目
標
。
引
き
続
き
役
場

前
線
を
優
先
し
、
併
せ
て
小

口
線
の
交
渉
に
入
り
た
い
。
 

小
口
線
は
、
朝
夕
の

通
勤
車
両
が
抜
け
道

と
し
て
利
用
。
重
大
事
故
が

起
き
る
前
に
何
ら
か
の
対
策

が
必
要
で
は
。
 生

活
道
路
の

た
め
、
車
両

規
制
と
い
っ
た
対
策
は
付
近

住
民
に
大
き
な
負
担
と
な
る
。

工
事
完
了
ま
で
、
状
況
に
応

じ
た
安
全
対
策
を
検
討
す
る
。
 

 

コ
ン
ビ
ニ
や
商
店
の

前
で
は
、
「
こ
ど
も

1
1
0
番
の
家
」
の
看
板
を

見
か
け
る
が
、
町
内
に
は
何

か
所
あ
る
か
。
 南

小
校
区
12

軒
、
北
小
校

区
13
軒
、
西
小
校
区
11
軒
 

（
28
年
6
月
現
在
）
。
 

所
管
部
署
、
委
嘱
の

基
準
は
。
 

所
管
は
愛
知

県
警
察
。
子

ど
も
た
ち
が
助
け
を
求
め
る

た
め
に
駆
け
込
め
る
緊
急
避

難
場
所
と
し
て
、
10
年
4
月

か
ら
県
下
の
全
小
学
校
の
通

学
路
上
に
設
置
し
て
い
る
。
 

　
委
嘱
の
基
準
は
「
通
学
路

に
面
し
、
登
下
校
時
間
帯
に

在
宅
可
能
な
こ
と
」
で
、
任

期
は
3
年
。
 

児
童
へ
の
「
こ
ど
も

1
1
0
番
の
家
」
の

場
所
や
緊
急
時
の
対
処
法
の

指
導
は
。
 

南
小
学
校
で

は
4
月
、
下

校
時
に
教
員
が
同
行
し
、
「
こ

ど
も
1
1
0
番
の
家
」
の
確

認
・
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
北

小
学
校
・
西
小
学
校
で
は
同

様
の
活
動
を
し
て
い
な
い
た

め
、
大
口
中
学
校
を
含
め
、

各
校
に
指
導
す
る
。
 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

酒 井 正 宗  

一
　
般 

質
　
問 

酒

井

正

宗

 

小
口
線
・
役
場
前
線
の
見
通
し
は
 

部
長 

役
場
前
線
を
優
先
し
、併
せ
て
小
口
線
の
交
渉
に
入
り
た
い 

都
市
計
画
道
路 

避難所では女性への配慮を 
部長 窓口に女性を配置する計画としている 

女性に配慮した避難所の例（出典：西日本新聞HP） 本年度、工事を始める役場前線 

犯罪から子どもを守る
活動 

（出典：愛知県警察HP） 

万一の災害に備え、防災倉庫で非常食を備蓄 

各
家
庭
は
3
日
分
の
備
蓄
を
 

部
長 

「
備
蓄
は
防
災
の
自
助
」
、啓
発
を
続
け
る
 

非
常
食 

 

緊急時の対処法の指導は 
部長 小中学校に指導する 

こども110番の家 

と
い
 

だ
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船 戸 光 夫  

一
　
般 

質
　
問 

船

戸

光

夫

 

避
難
所
で
は
、
特
に

女
性
へ
の
配
慮
が
重

要
と
思
う
が
。
 町

地
域
防
災

計
画
の
「
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で

は
、
女
性
や
乳
幼
児
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
窓
口

に
女
性
を
配
置
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
災
害
時
は
健
康
文

化
セ
ン
タ
ー
や
中
央
公
民
館

の
授
乳
室
を
有
効
に
活
用
す

る
。
 

女
性
の
視
点
に
よ
る
、

よ
り
具
体
的
な
避
難

所
運
営
を
計
画
に
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。
 

過
去
の
災
害

事
例
を
参
考

に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
取
り
入

れ
て
い
く
。
子
ど
も
、
高
齢

者
、
動
物
な
ど
へ
の
配
慮
も

同
様
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
 

 

現
在
、
町
の
防
災
倉

庫
1
か
所
だ
け
で
非

常
食
を
備
蓄
し
て
い
る
。
各

行
政
区
に
非
常
食
の
保
管
管

理
を
依
頼
し
て
は
。
 

地
形
や
位
置

か
ら
、
避
難

所
が
孤
立
す
る
こ
と
は
考
え

に
く
い
。
非
常
食
は
、
県
の

支
援
物
資
受
け
入
れ
場
所
に

指
定
さ
れ
て
い
る
防
災
倉
庫

で
一
括
管
理
し
、
各
行
政
区

で
の
分
散
管
理
は
考
え
て
い

な
い
。
 1

か
所
で
、
非
常
食

の
届
け
や
受
け
取
り

は
可
能
か
。
 

役
場
か
ら
各

避
難
所
ま
で

は
遠
く
て
3
㎞
の
た
め
、
配

送
は
可
能
と
考
え
る
。
 

 

飲
料
水
や
食
料
な
ど

は
、
各
家
庭
で
最
低

3
日
間
の
備
蓄
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
浸

透
し
て
い
な
い
。
 

各
家
庭
で
の

備
蓄
は
、
防

災
の
自
助
の
1
つ
と
し
て
重

要
。
 

　
熊
本
地
震
を
受
け
、
4
月

下
旬
に
各
小
学
校
で
は
、
家

庭
で
の
備
蓄
啓
発
シ
ー
ル
を

張
っ
た
ク
ラ
ッ
カ
ー
配
布
、

広
報
6
月
号
で
は
1
ペ
ー
ジ

を
使
い
、
「
地
震
の
備
え
」

を
特
集
し
た
。
 

　
「
防
災
マ
ッ
プ
」
な
ど
で
、

引
き
続
き
周
知
・
啓
発
を
続

け
る
。
 

船
戸 

船
戸 

船
戸 

船
戸 

船
戸 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

両
路
線
の
用
地
取
得

の
進
行
状
況
は
。
 

用
地
取
得
は
、

役
場
前
線
を

優
先
し
て
進
め
て
い
る
。
用

地
取
得
率
は
90
・
6
％
。
 

　
小
口
線
は
、
県
道
小
口
岩

倉
線
下
小
口
三
丁
目
交
差
点

か
ら
五
条
川
樋
田
橋
ま
で
の

区
間
で
、
用
地
取
得
率
は
0
・

4
％
。
 

 

工
事
着
手
で
き
る
部

分
、
計
画
全
体
の
見

通
し
は
。
 

本
年
度
、
役

場
前
線
は
、

延
長
1
0
0
m
・
幅
員
16
m

で
の
暫
定
整
備
を
予
定
（
役

場
東
土
地
改
良
碑
前
か
ら
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
西
側
交
差

点
ま
で
）
。
 

　
平
成
33
年
度
末
の
供
用
開

始
を
目
標
。
引
き
続
き
役
場

前
線
を
優
先
し
、
併
せ
て
小

口
線
の
交
渉
に
入
り
た
い
。
 

小
口
線
は
、
朝
夕
の

通
勤
車
両
が
抜
け
道

と
し
て
利
用
。
重
大
事
故
が

起
き
る
前
に
何
ら
か
の
対
策

が
必
要
で
は
。
 生

活
道
路
の

た
め
、
車
両

規
制
と
い
っ
た
対
策
は
付
近

住
民
に
大
き
な
負
担
と
な
る
。

工
事
完
了
ま
で
、
状
況
に
応

じ
た
安
全
対
策
を
検
討
す
る
。
 

 

コ
ン
ビ
ニ
や
商
店
の

前
で
は
、
「
こ
ど
も

1
1
0
番
の
家
」
の
看
板
を

見
か
け
る
が
、
町
内
に
は
何

か
所
あ
る
か
。
 南

小
校
区
12

軒
、
北
小
校

区
13
軒
、
西
小
校
区
11
軒
 

（
28
年
6
月
現
在
）
。
 

所
管
部
署
、
委
嘱
の

基
準
は
。
 

所
管
は
愛
知

県
警
察
。
子

ど
も
た
ち
が
助
け
を
求
め
る

た
め
に
駆
け
込
め
る
緊
急
避

難
場
所
と
し
て
、
10
年
4
月

か
ら
県
下
の
全
小
学
校
の
通

学
路
上
に
設
置
し
て
い
る
。
 

　
委
嘱
の
基
準
は
「
通
学
路

に
面
し
、
登
下
校
時
間
帯
に

在
宅
可
能
な
こ
と
」
で
、
任

期
は
3
年
。
 

児
童
へ
の
「
こ
ど
も

1
1
0
番
の
家
」
の

場
所
や
緊
急
時
の
対
処
法
の

指
導
は
。
 

南
小
学
校
で

は
4
月
、
下

校
時
に
教
員
が
同
行
し
、
「
こ

ど
も
1
1
0
番
の
家
」
の
確

認
・
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
北

小
学
校
・
西
小
学
校
で
は
同

様
の
活
動
を
し
て
い
な
い
た

め
、
大
口
中
学
校
を
含
め
、

各
校
に
指
導
す
る
。
 

酒
井 
酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

酒 井 正 宗  

一
　
般 

質
　
問 

酒

井

正

宗

 

小
口
線
・
役
場
前
線
の
見
通
し
は
 

部
長 

役
場
前
線
を
優
先
し
、併
せ
て
小
口
線
の
交
渉
に
入
り
た
い 

都
市
計
画
道
路 

避難所では女性への配慮を 
部長 窓口に女性を配置する計画としている 

女性に配慮した避難所の例（出典：西日本新聞HP） 本年度、工事を始める役場前線 

犯罪から子どもを守る
活動 

（出典：愛知県警察HP） 

万一の災害に備え、防災倉庫で非常食を備蓄 

各
家
庭
は
3
日
分
の
備
蓄
を
 

部
長 

「
備
蓄
は
防
災
の
自
助
」
、啓
発
を
続
け
る
 

非
常
食 

 

緊急時の対処法の指導は 
部長 小中学校に指導する 

こども110番の家 

と
い
 

だ
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伊 藤 　 浩  

一
　
般 

質
　
問 

伊

藤

　

浩

 

高
校
生
の
医
療
費
助

成
は
可
能
か
。
全
額
・

半
額
・
3
割
助
成
か
、
不
可

能
で
回
答
を
。
 中

学
校
卒
業

ま
で
、
医
療

費
の
保
険
診
療
分
の
自
己
負

担
額
を
助
成
し
て
い
る
が
、

そ
の
経
費
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
。
厳
し
い
財
政
状
況

の
下
、
町
全
体
の
施
策
の
継

続
性
や
優
先
順
位
を
勘
案
し

て
い
く
が
、
当
面
は
現
在
の

支
給
年
齢
を
継
続
す
る
。
 

 

0
〜
18
歳
の
子
育
て

支
援
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
の
検
討
を
。
 

厳
し
い
財
政

状
況
、
国
の

補
助
金
等
が
な
い
中
、
町
単

独
事
業
で
の
商
品
券
発
行
は

考
え
て
い
な
い
。
 

財
政
上
厳
し
く
実
施

で
き
な
い
場
合
は
、

何
を
子
育
て
支
援
の
目
玉
に

す
る
の
か
。
 

「
第
7
次
総

合
計
画
」
等

に
基
づ
き
、
「
産
後
サ
ポ
ー

ト
の
充
実
」
、
「
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
充
実
」
、
「
子

育
て
支
援
施
設
の
整
備
」
等

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
 

  

耕
作
放
棄
地
の
現
状

は
ど
の
よ
う
か
。
 

農
地
の
利
用

調
査
で
は
、

次
表
の
と
お
り
。
 

耕
作
放
棄
地
に
関
す

る
農
業
委
員
会
の
役

割
は
。
 

夏
か
ら
秋
に

か
け
、
各
地

区
の
農
業
委
員
と
事
務
局
職

員
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
。
耕
作
放
棄
地
な
ど

の
所
有
者
に
は
、
農
地
の
適

正
管
理
を
促
す
文
書
を
農
業

委
員
会
長
名
で
発
送
し
て
い

る
。
 

 

地
域
性
を
考
え
る
と
、

一
番
よ
い
対
策
は
何

か
。
 

耕
作
放
棄
地

の
原
因
は
、

「
耕
作
す
る
人
が
い
な
い
」

と
い
う
理
由
が
多
い
。
幸
い

本
町
で
は
耕
作
放
棄
地
は
多

く
な
い
た
め
、
引
き
続
き
農

業
委
員
と
連
絡
を
密
に
地
域

を
観
察
す
る
。
 

　
雑
草
繁
茂
と
な
る
前
の
初

期
段
階
で
の
対
応
が
最
善
策

と
考
え
る
。
 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

健
康
福
祉
部
長 
健
康
福
祉
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

5
月
31
日
、
独
立
行

政
法
人
「
高
齢
・
障

害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
」

（
以
下
、
機
構
）
は
、
全
部
の

雇
用
促
進
住
宅
を
東
と
西
に

分
け
、
一
括
売
却
す
る
こ
と

を
公
示
し
た
。
 

　
売
却
が
さ
れ
れ
ば
、
10
年

間
は
条
件
変
更
な
く
住
め
る

が
、
売
却
不
成
立
だ
と
、
30

年
か
ら
退
去
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
売
却
不
成
立
で
も

引
き
続
き
居
住
で
き
る
よ
う
、

機
構
に
要
請
す
べ
き
で
は
。
 

 

今
後
の
入
札

の
動
向
を
注

視
し
、
機
構
に
対
し
、
入
居

者
が
強
制
退
去
に
な
る
こ
と

が
な
い
よ
う
強
く
申
し
入
れ

て
い
く
。
入
居
者
か
ら
転
居

に
関
す
る
相
談
等
が
あ
っ
た

際
は
、
公
営
住
宅
の
情
報
な

ど
を
案
内
し
て
い
き
た
い
。
 

 

今
後
、
町
営
住
宅
の

建
替
え
の
際
に
は
、

こ
の
よ
う
な
雇
用
促
進
住
宅

の
状
況
も
検
討
し
、
建
替
え

計
画
を
考
え
て
ほ
し
い
。
 

植
松
住
宅
3

棟
と
小
口
住

宅
2
棟
は
、
い
ず
れ
も
27
年

度
で
耐
用
年
数
を
迎
え
て
い

る
。
 

　
4
階
建
て
の
小
口
住
宅
は

両
住
宅
か
ら
の
転
居
を
優
先

す
る
予
定
の
た
め
、
雇
用
促

進
住
宅
の
入
居
者
に
は
、
県

営
住
宅
へ
の
転
居
も
視
野
に

入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
 

　
入
居
者
が
不
安
を
持
た
れ

な
い
よ
う
な
対
策
を
し
て
い

く
。
 

原
子
爆
弾
被
爆
者
交

付
金
は
、
鉄
道
利
用

の
交
通
費
が
支
給
さ
れ
て
い

る
。
 

　
戦
後
70
年
以
上
経
つ
中
で

現
地
の
親
戚
と
の
関
係
も
薄

く
な
り
、
親
戚
の
家
に
泊
ま

る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
。
ぜ
ひ
、
宿
泊
費
分
を

増
額
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
 

原
子
力
は
大
切
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
代

わ
り
に
、
そ
れ
に
伴
う
危
険

も
つ
い
て
ま
わ
る
。
日
本
と

し
て
は
、
原
子
爆
弾
に
対
す

る
考
え
方
を
世
界
に
訴
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
も
十

分
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
辺

り
を
踏
ま
え
、
様
々
な
案
件

や
他
市
町
村
の
状
況
を
精
査

し
、
も
う
一
度
検
討
し
た
い

と
考
え
る
。
 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

町
長 

吉 田 　 正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

プレミアム商品券の発行を 
部長 町単独事業での発行は考えていない 

子育て支援 売
却
不
成
立
だ
と
平
成
３３
年
度
に
廃
止
 

部
長 

入
居
者
が
不
安
を
持
た
れ
な
い
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
く 

雇
用
促
進
住
宅 

一
番
よ
い
対
策
は
何
か
 

部
長 

雑
草
繁
茂
前
の
対
応
が
最
善
策
 

耕
作
放
棄
地 

総耕作面積 
耕作放棄地 

割合 

水田 
384.0ha 

0.7ha 
0.18%

畑 
120.0ha 

0.3ha 
0.25%

売却されようとしている雇用促進住宅 

不法投棄や枯草火災の発生の
原因にも 

昨年度発行された、子育て
支援プレミアム商品券 

（出典：河北新報HP） 

は
ん
 

も
 

受診旅費交付金を増額せよ 
町長 もう一度検討したい 

原子爆弾被爆者 

おおぐち議会だより　No.208
平成  28年7 月29日発行 
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伊 藤 　 浩  

一
　
般 

質
　
問 

伊

藤

　

浩

 

高
校
生
の
医
療
費
助

成
は
可
能
か
。
全
額
・

半
額
・
3
割
助
成
か
、
不
可

能
で
回
答
を
。
 中

学
校
卒
業

ま
で
、
医
療

費
の
保
険
診
療
分
の
自
己
負

担
額
を
助
成
し
て
い
る
が
、

そ
の
経
費
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
。
厳
し
い
財
政
状
況

の
下
、
町
全
体
の
施
策
の
継

続
性
や
優
先
順
位
を
勘
案
し

て
い
く
が
、
当
面
は
現
在
の

支
給
年
齢
を
継
続
す
る
。
 

 

0
〜
18
歳
の
子
育
て

支
援
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
の
検
討
を
。
 

厳
し
い
財
政

状
況
、
国
の

補
助
金
等
が
な
い
中
、
町
単

独
事
業
で
の
商
品
券
発
行
は

考
え
て
い
な
い
。
 

財
政
上
厳
し
く
実
施

で
き
な
い
場
合
は
、

何
を
子
育
て
支
援
の
目
玉
に

す
る
の
か
。
 

「
第
7
次
総

合
計
画
」
等

に
基
づ
き
、
「
産
後
サ
ポ
ー

ト
の
充
実
」
、
「
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
充
実
」
、
「
子

育
て
支
援
施
設
の
整
備
」
等

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
 

  

耕
作
放
棄
地
の
現
状

は
ど
の
よ
う
か
。
 

農
地
の
利
用

調
査
で
は
、

次
表
の
と
お
り
。
 

耕
作
放
棄
地
に
関
す

る
農
業
委
員
会
の
役

割
は
。
 

夏
か
ら
秋
に

か
け
、
各
地

区
の
農
業
委
員
と
事
務
局
職

員
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
。
耕
作
放
棄
地
な
ど

の
所
有
者
に
は
、
農
地
の
適

正
管
理
を
促
す
文
書
を
農
業

委
員
会
長
名
で
発
送
し
て
い

る
。
 

 

地
域
性
を
考
え
る
と
、

一
番
よ
い
対
策
は
何

か
。
 

耕
作
放
棄
地

の
原
因
は
、

「
耕
作
す
る
人
が
い
な
い
」

と
い
う
理
由
が
多
い
。
幸
い

本
町
で
は
耕
作
放
棄
地
は
多

く
な
い
た
め
、
引
き
続
き
農

業
委
員
と
連
絡
を
密
に
地
域

を
観
察
す
る
。
 

　
雑
草
繁
茂
と
な
る
前
の
初

期
段
階
で
の
対
応
が
最
善
策

と
考
え
る
。
 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

5
月
31
日
、
独
立
行

政
法
人
「
高
齢
・
障

害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
」

（
以
下
、
機
構
）
は
、
全
部
の

雇
用
促
進
住
宅
を
東
と
西
に

分
け
、
一
括
売
却
す
る
こ
と

を
公
示
し
た
。
 

　
売
却
が
さ
れ
れ
ば
、
10
年

間
は
条
件
変
更
な
く
住
め
る

が
、
売
却
不
成
立
だ
と
、
30

年
か
ら
退
去
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
売
却
不
成
立
で
も

引
き
続
き
居
住
で
き
る
よ
う
、

機
構
に
要
請
す
べ
き
で
は
。
 

 

今
後
の
入
札

の
動
向
を
注

視
し
、
機
構
に
対
し
、
入
居

者
が
強
制
退
去
に
な
る
こ
と

が
な
い
よ
う
強
く
申
し
入
れ

て
い
く
。
入
居
者
か
ら
転
居

に
関
す
る
相
談
等
が
あ
っ
た

際
は
、
公
営
住
宅
の
情
報
な

ど
を
案
内
し
て
い
き
た
い
。
 

 

今
後
、
町
営
住
宅
の

建
替
え
の
際
に
は
、

こ
の
よ
う
な
雇
用
促
進
住
宅

の
状
況
も
検
討
し
、
建
替
え

計
画
を
考
え
て
ほ
し
い
。
 

植
松
住
宅
3

棟
と
小
口
住

宅
2
棟
は
、
い
ず
れ
も
27
年

度
で
耐
用
年
数
を
迎
え
て
い

る
。
 

　
4
階
建
て
の
小
口
住
宅
は

両
住
宅
か
ら
の
転
居
を
優
先

す
る
予
定
の
た
め
、
雇
用
促

進
住
宅
の
入
居
者
に
は
、
県

営
住
宅
へ
の
転
居
も
視
野
に

入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
 

　
入
居
者
が
不
安
を
持
た
れ

な
い
よ
う
な
対
策
を
し
て
い

く
。
 

原
子
爆
弾
被
爆
者
交

付
金
は
、
鉄
道
利
用

の
交
通
費
が
支
給
さ
れ
て
い

る
。
 

　
戦
後
70
年
以
上
経
つ
中
で

現
地
の
親
戚
と
の
関
係
も
薄

く
な
り
、
親
戚
の
家
に
泊
ま

る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
。
ぜ
ひ
、
宿
泊
費
分
を

増
額
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
 

原
子
力
は
大
切
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
代

わ
り
に
、
そ
れ
に
伴
う
危
険

も
つ
い
て
ま
わ
る
。
日
本
と

し
て
は
、
原
子
爆
弾
に
対
す

る
考
え
方
を
世
界
に
訴
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
も
十

分
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
辺

り
を
踏
ま
え
、
様
々
な
案
件

や
他
市
町
村
の
状
況
を
精
査

し
、
も
う
一
度
検
討
し
た
い

と
考
え
る
。
 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

町
長 

吉 田 　 正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

プレミアム商品券の発行を 
部長 町単独事業での発行は考えていない 

子育て支援 売
却
不
成
立
だ
と
平
成
３３
年
度
に
廃
止
 

部
長 

入
居
者
が
不
安
を
持
た
れ
な
い
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
く 

雇
用
促
進
住
宅 

一
番
よ
い
対
策
は
何
か
 

部
長 

雑
草
繁
茂
前
の
対
応
が
最
善
策
 

耕
作
放
棄
地 

総耕作面積 
耕作放棄地 

割合 

水田 
384.0ha 

0.7ha 
0.18%

畑 
120.0ha 

0.3ha 
0.25%

売却されようとしている雇用促進住宅 

不法投棄や枯草火災の発生の
原因にも 

昨年度発行された、子育て
支援プレミアム商品券 

（出典：河北新報HP） 

は
ん
 

も
 

受診旅費交付金を増額せよ 
町長 もう一度検討したい 

原子爆弾被爆者 
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平成  28年7 月29日発行 
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柘 植 　 満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

日
本
で
は
年
間
6
4
 

2
万
ト
ン
の
食
品
が

廃
棄
さ
れ
、
こ
れ
は
食
糧
難

に
苦
し
む
国
々
に
援
助
し
て

い
る
総
量
の
2
倍
に
相
当
す

る
。
 

　
学
校
や
保
育
園
な
ど
で
環

境
教
育
を
通
し
、
食
品
ロ
ス

削
減
の
啓
発
を
進
め
る
べ
き

で
は
。
 

学
校
で
は
、

「
食
べ
ら
れ

る
量
を
適
切
に
と
る
」
、
「
い

の
ち
を
い
た
だ
い
て
い
る
」

と
い
う
、
食
品
を
ム
ダ
に
し

な
い
食
育
を
実
施
し
て
い
る
。
 

　
保
育
園
で
は
、
園
児
が
食

べ
ら
れ
る
量
を
把
握
し
な
が

ら
配
膳
す
る
こ
と
で
「
残
さ

ず
食
べ
た
喜
び
」
、
「
残
し

た
ら
も
っ
た
い
な
い
」
と
い

う
意
識
や
農
業
体
験
を
通
し
、

食
の
循
環
を
学
ん
で
い
る
。
 

事
業
者
も
協
力
し
食

品
ロ
ス
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
本
町
の
事
業
者

は
。
 

先
進
地
の
事

例
を
参
考
に

し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。
 

食
品
ロ
ス
削
減
に
関

す
る
展
示
会
や
広
報

紙
で
の
啓
発
を
し
て
は
。
 

平
成
26
年
度

か
ら
健
康
生

き
が
い
課
、
保
育
園
の
管
理

栄
養
士
、
小
・
中
学
校
の
栄

養
教
諭
に
よ
り
、
食
品
ロ
ス

を
考
慮
し
た
食
育
推
進
を
議

論
、
広
報
6
月
号
に
掲
載
し

た
。
今
後
、
健
康
ま
つ
り
で

の
啓
発
を
検
討
し
て
い
く
。
 

 

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
す
れ
ば
、
治
療
は

対
処
療
法
の
み
で
、
脳
炎
・

脳
症
な
ど
の
重
篤
な
神
経
系

合
併
症
を
起
こ
す
こ
と
に
よ

り
、
後
遺
症
が
残
る
こ
と
も

あ
る
。
 

　
公
費
助
成
の
予
定
は
。
 

 

国
で
は
、
ワ

ク
チ
ン
の
有

効
性
、
安
全
性
の
評
価
等
、

定
期
接
種
化
に
向
け
た
検
討

が
続
い
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

の
安
全
性
が
確
実
に
な
る
ま

で
は
国
の
動
向
を
注
視
し
、

町
と
し
て
公
費
助
成
の
予
定

は
な
い
。
 

接
種
料
は
1
回
当
た

り
1
万
5
千
円
で
、

3
回
接
種
が
必
要
。
大
き
な

負
担
に
な
る
た
め
、
公
費
助

成
の
導
入
を
。
 公

費
助
成
と

は
、
ワ
ク
チ

ン
の
安
全
性
に
町
が
責
任
を

持
ち
、
住
民
に
推
奨
す
る
こ

と
。
任
意
の
予
防
接
種
に
は

国
の
賠
償
責
任
は
な
い
。
町

と
し
て
は
安
全
性
を
最
優
先

に
考
え
、
公
費
助
成
に
は
慎

重
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。
 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

産
業
建
設
部
長 

昨
年
11
月
、
県
内
の

自
転
車
事
故
発
生
件

数
（
表
）
が
発
表
さ
れ
、
町

は
な
ん
と
ワ
ー
ス
ト
1
。
大

変
残
念
な
結
果
だ
っ
た
が
、

本
年
3
月
は
8
位
に
下
が
っ

た
。
 

　
事
故
が
多
い
と
い
う
現
実

や
事
故
原
因
を
、
町
民
に
知

っ
て
も
ら
う
べ
き
で
は
。
 

広
報
紙
や
中

高
生
の
通
学

時
間
帯
に
合
わ
せ
た
車
に
よ

る
啓
発
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

順
位
が
下
が
っ
た
の
は
そ
の

効
果
と
認
識
、
今
後
も
活
動

を
継
続
す
る
。
 

学
校
教
育
の
中
で
取

り
組
ん
だ
こ
と
は
あ

る
か
。
 

毎
月
第
1
金
曜
日

の
あ
い
さ
つ
運
動

の
折
、
中
学
校
の
自
転
車
通

学
の
生
徒
へ
指
導
し
て
い
る
。
 

事
故
原
因
は
「
出
合

い
頭
」
、
「
衝
突
事

故
」
が
多
い
。
交
差
点
で
一

時
停
止
を
確
実
に
守
る
た
め
、

道
路
標
示
を
明
確
に
す
べ
き
。
 

交
通
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
た
め
、
さ
ら

な
る
啓
発
を
実
施
。
 

　
道
路
標
示
が
見
に
く
い
、

危
険
箇
所
が
あ
れ
ば
、
江
南

警
察
署
と
現
場
を
確
認
し
、

対
応
策
を
検
討
し
た
い
。
 

江
南
丹
羽
環
境
管
理

組
合
に
よ
る
可
燃
ご

み
の
処
理
に
、
年
間
1
億

1
3
0
0
万
円
程
度
の
負
担

金
を
支
払
っ
て
い
る
。
負
担

金
は
重
量
で
決
ま
る
。
 

　
可
燃
ご
み
の
1
割
減
量
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。
 

可
燃
ご
み
で

出
さ
れ
て
い

た
も
の
が
資
源
ご
み
で
出
さ

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
負
担

金
は
減
少
す
る
。
引
き
続
き
、

皆
さ
ん
に
は
可
燃
ご
み
の
減

量
に
繋
が
る
分
別
の
啓
発
に

努
め
る
。
 

　
リ
サ
イ
ク
ル
に
も

力
を
入
れ
、
可
燃
ご

み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で
は
。
 

食
品
ロ
ス
に

よ
る
可
燃
ご

み
は
約
17
％
と
推
計
。
可
燃

ご
み
の
減
量
に
は
、
食
品
を

ム
ダ
に
し
な
い
行
動
と
生
ご

み
の
十
分
な
水
切
り
が
大
切
。
 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
で
生
ご
み
の
回
収

を
し
て
ほ
し
い
。
 

セ
ン
タ
ー
建

設
に
当
た
り
、

生
ご
み
を
持
ち
込
ま
な
い
こ

と
を
条
件
と
し
た
経
緯
が
あ

る
。
 

　
民
家
が
隣
接
し
て
い
る
こ

と
や
悪
臭
の
懸
念
、
ス
ペ
ー

ス
の
問
題
か
ら
、
回
収
は
難

し
い
。
 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

教
育
長 

宮 田 和 美  

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

 

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
 

の
公
費
助
成
を
 

部
長 

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
 

子
育
て
支
援 

可燃ごみの減量を 
部長 生ごみの十分な水切りが大切 

自
転
車
事
故
の
撲
滅
を
 

部
長 

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大
切 

もったいない！ 食品ロスの削減を 
部長 食品をムダにしない食育を実施 

長野県松本市の「残さず食べよう！30・10運動」
（出典：松本市HP） 

河北地区では週2回、生ごみを回収 

順位 平成27年1～10月末 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

10

大口町（4.37） 
中村区（4.27） 
江南市（4.14） 
豊橋市（3.99） 
西区（3.62） 
北名古屋市（3.12） 
蟹江町（3.00） 
扶桑町（2.95） 
中川区（2.86） 
北区（2.76） 
県内平均（1.73） 

平成28年1～3月末 
設楽町（2.00） 
江南市（1.31） 
愛西市（1.11） 
あま市（1.03） 
大治町（0.96） 
豊橋市（0.94） 
中村区（0.88） 
大口町（0.86） 
瑞穂区（0.86） 
北名古屋市（0.83） 

（県内平均0.45） 

（出典：愛知県警察HP） 
（　）内の数値は、自転車利用者が第一原因となった人身交通事故の発生
件数を、第一当事者が居住する自治体の人口1万人当たりで算出した数値。 

自転車利用者が第一原因となった交通事故発生件数 

じ
ゅ
う
 と

く
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柘 植 　 満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

日
本
で
は
年
間
6
4
 

2
万
ト
ン
の
食
品
が

廃
棄
さ
れ
、
こ
れ
は
食
糧
難

に
苦
し
む
国
々
に
援
助
し
て

い
る
総
量
の
2
倍
に
相
当
す

る
。
 

　
学
校
や
保
育
園
な
ど
で
環

境
教
育
を
通
し
、
食
品
ロ
ス

削
減
の
啓
発
を
進
め
る
べ
き

で
は
。
 

学
校
で
は
、

「
食
べ
ら
れ

る
量
を
適
切
に
と
る
」
、
「
い

の
ち
を
い
た
だ
い
て
い
る
」

と
い
う
、
食
品
を
ム
ダ
に
し

な
い
食
育
を
実
施
し
て
い
る
。
 

　
保
育
園
で
は
、
園
児
が
食

べ
ら
れ
る
量
を
把
握
し
な
が

ら
配
膳
す
る
こ
と
で
「
残
さ

ず
食
べ
た
喜
び
」
、
「
残
し

た
ら
も
っ
た
い
な
い
」
と
い

う
意
識
や
農
業
体
験
を
通
し
、

食
の
循
環
を
学
ん
で
い
る
。
 

事
業
者
も
協
力
し
食

品
ロ
ス
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
本
町
の
事
業
者

は
。
 

先
進
地
の
事

例
を
参
考
に

し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。
 

食
品
ロ
ス
削
減
に
関

す
る
展
示
会
や
広
報

紙
で
の
啓
発
を
し
て
は
。
 

平
成
26
年
度

か
ら
健
康
生

き
が
い
課
、
保
育
園
の
管
理

栄
養
士
、
小
・
中
学
校
の
栄

養
教
諭
に
よ
り
、
食
品
ロ
ス

を
考
慮
し
た
食
育
推
進
を
議

論
、
広
報
6
月
号
に
掲
載
し

た
。
今
後
、
健
康
ま
つ
り
で

の
啓
発
を
検
討
し
て
い
く
。
 

 

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
す
れ
ば
、
治
療
は

対
処
療
法
の
み
で
、
脳
炎
・

脳
症
な
ど
の
重
篤
な
神
経
系

合
併
症
を
起
こ
す
こ
と
に
よ

り
、
後
遺
症
が
残
る
こ
と
も

あ
る
。
 

　
公
費
助
成
の
予
定
は
。
 

 

国
で
は
、
ワ

ク
チ
ン
の
有

効
性
、
安
全
性
の
評
価
等
、

定
期
接
種
化
に
向
け
た
検
討

が
続
い
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

の
安
全
性
が
確
実
に
な
る
ま

で
は
国
の
動
向
を
注
視
し
、

町
と
し
て
公
費
助
成
の
予
定

は
な
い
。
 

接
種
料
は
1
回
当
た

り
1
万
5
千
円
で
、

3
回
接
種
が
必
要
。
大
き
な

負
担
に
な
る
た
め
、
公
費
助

成
の
導
入
を
。
 公

費
助
成
と

は
、
ワ
ク
チ

ン
の
安
全
性
に
町
が
責
任
を

持
ち
、
住
民
に
推
奨
す
る
こ

と
。
任
意
の
予
防
接
種
に
は

国
の
賠
償
責
任
は
な
い
。
町

と
し
て
は
安
全
性
を
最
優
先

に
考
え
、
公
費
助
成
に
は
慎

重
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。
 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

産
業
建
設
部
長 

昨
年
11
月
、
県
内
の

自
転
車
事
故
発
生
件

数
（
表
）
が
発
表
さ
れ
、
町

は
な
ん
と
ワ
ー
ス
ト
1
。
大

変
残
念
な
結
果
だ
っ
た
が
、

本
年
3
月
は
8
位
に
下
が
っ

た
。
 

　
事
故
が
多
い
と
い
う
現
実

や
事
故
原
因
を
、
町
民
に
知

っ
て
も
ら
う
べ
き
で
は
。
 

広
報
紙
や
中

高
生
の
通
学

時
間
帯
に
合
わ
せ
た
車
に
よ

る
啓
発
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

順
位
が
下
が
っ
た
の
は
そ
の

効
果
と
認
識
、
今
後
も
活
動

を
継
続
す
る
。
 

学
校
教
育
の
中
で
取

り
組
ん
だ
こ
と
は
あ

る
か
。
 

毎
月
第
1
金
曜
日

の
あ
い
さ
つ
運
動

の
折
、
中
学
校
の
自
転
車
通

学
の
生
徒
へ
指
導
し
て
い
る
。
 

事
故
原
因
は
「
出
合

い
頭
」
、
「
衝
突
事

故
」
が
多
い
。
交
差
点
で
一

時
停
止
を
確
実
に
守
る
た
め
、

道
路
標
示
を
明
確
に
す
べ
き
。
 

交
通
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
た
め
、
さ
ら

な
る
啓
発
を
実
施
。
 

　
道
路
標
示
が
見
に
く
い
、

危
険
箇
所
が
あ
れ
ば
、
江
南

警
察
署
と
現
場
を
確
認
し
、

対
応
策
を
検
討
し
た
い
。
 

江
南
丹
羽
環
境
管
理

組
合
に
よ
る
可
燃
ご

み
の
処
理
に
、
年
間
1
億

1
3
0
0
万
円
程
度
の
負
担

金
を
支
払
っ
て
い
る
。
負
担

金
は
重
量
で
決
ま
る
。
 

　
可
燃
ご
み
の
1
割
減
量
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。
 

可
燃
ご
み
で

出
さ
れ
て
い

た
も
の
が
資
源
ご
み
で
出
さ

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
負
担

金
は
減
少
す
る
。
引
き
続
き
、

皆
さ
ん
に
は
可
燃
ご
み
の
減

量
に
繋
が
る
分
別
の
啓
発
に

努
め
る
。
 

　
リ
サ
イ
ク
ル
に
も

力
を
入
れ
、
可
燃
ご

み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で
は
。
 

食
品
ロ
ス
に

よ
る
可
燃
ご

み
は
約
17
％
と
推
計
。
可
燃

ご
み
の
減
量
に
は
、
食
品
を

ム
ダ
に
し
な
い
行
動
と
生
ご

み
の
十
分
な
水
切
り
が
大
切
。
 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
で
生
ご
み
の
回
収

を
し
て
ほ
し
い
。
 

セ
ン
タ
ー
建

設
に
当
た
り
、

生
ご
み
を
持
ち
込
ま
な
い
こ

と
を
条
件
と
し
た
経
緯
が
あ

る
。
 

　
民
家
が
隣
接
し
て
い
る
こ

と
や
悪
臭
の
懸
念
、
ス
ペ
ー

ス
の
問
題
か
ら
、
回
収
は
難

し
い
。
 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

教
育
長 

宮 田 和 美  

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

 
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
 

の
公
費
助
成
を
 

部
長 

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
 

子
育
て
支
援 

可燃ごみの減量を 
部長 生ごみの十分な水切りが大切 

自
転
車
事
故
の
撲
滅
を
 

部
長 
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大
切 

もったいない！ 食品ロスの削減を 
部長 食品をムダにしない食育を実施 

長野県松本市の「残さず食べよう！30・10運動」
（出典：松本市HP） 

河北地区では週2回、生ごみを回収 

順位 平成27年1～10月末 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

10

大口町（4.37） 
中村区（4.27） 
江南市（4.14） 
豊橋市（3.99） 
西区（3.62） 
北名古屋市（3.12） 
蟹江町（3.00） 
扶桑町（2.95） 
中川区（2.86） 
北区（2.76） 
県内平均（1.73） 

平成28年1～3月末 
設楽町（2.00） 
江南市（1.31） 
愛西市（1.11） 
あま市（1.03） 
大治町（0.96） 
豊橋市（0.94） 
中村区（0.88） 
大口町（0.86） 
瑞穂区（0.86） 
北名古屋市（0.83） 

（県内平均0.45） 

（出典：愛知県警察HP） 
（　）内の数値は、自転車利用者が第一原因となった人身交通事故の発生
件数を、第一当事者が居住する自治体の人口1万人当たりで算出した数値。 

自転車利用者が第一原因となった交通事故発生件数 

じ
ゅ
う
 と

く
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総
務
建
設
常
任
委
員
会
は

5
月
16
・
17
日
に
委
員
8
人

と
職
員
2
人
で
、
市
部
門
リ

サ
イ
ク
ル
率
日
本
一
の
志
布

志
市
の
取
組
み
を
研
修
し
て

き
ま
し
た
。
 

 

視
察
地
の
概
要
 

　
鹿
児
島
県
東
部
の
志
布
志

湾
に
面
し
、
人
口
3
万
2
4
 

6
2
人
、
面
積
約
2
9
0
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
お
茶
や

サ
ツ
マ
イ
モ
畑
が
広
が
る
緑

一
杯
の
き
れ
い
な
市
で
す
。
 

 混
ぜ
れ
ば
ご
み
 

分
け
れ
ば
資
源
 

　
志
布
志
市
で
は
、
混
入
物

が
な
い
生
ご
み
を
週
3
回
、

資
源
ご
み
と
一
般
ご
み
を
月

1
回
、
衛
生
自
治
会
管
理
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
、

委
託
業
者
が
回
収
し
ま
す
。
 

　
粗
大
ご
み
は
個
別
収
集
。
 

　
本
町
と
の
違
い
は
、
①
ご

み
を
焼
却
し
な
い
、
②
指
定

袋
が
5
種
類
（
紙
類
、
空
き

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
と
一
般
ご
み
）
、

③
指
定
袋
に
は
氏
名
を
記
入
、

④
生
ご
み
堆
肥
化
処
理
施
設

や
資
源
ご
み
中
間
処
理
施
設

の
存
在
。
と
に
か
く
、
ご
み

の
分
別
収
集
が
徹
底
さ
れ
、

以
前
に
比
べ
埋
立
ご
み
が
8

割
削
減
、
10
年
間
で
資
源
ご

み
売
却
利
益
が
1
億
6
4
6
 

9
万
円
あ
り
ま
す
。
 

 

地
域
通
貨
の
発
行
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
が
決

め
た
道
路
の
一
定
区
間
を
き

れ
い
に
す
る
と
、
「
地
域
通

貨
の
ひ
ま
わ
り
券
」
が
も
ら

え
ま
す
。
市
民
は
こ
の
券
で
、

指
定
ご
み
袋
、
堆
肥
、
ひ
ま

わ
り
油
、
せ
っ
け
ん
等
と
交

換
で
き
ま
す
。
 

 指
定
袋
に
氏
名
を
記
入
 

　
ご
み
を
出
す
人
に
責
任
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
全

て
の
指
定
袋
に
氏
名
を
記
入

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
紙
類

以
外
の
指
定
袋
に
入
れ
る
資

源
ご
み
は
、
き
れ
い
に
洗
っ

て
乾
か
し
て
か
ら
出
す
習
慣

が
定
着
し
て
い
ま
す
。
 

 生
ご
み
堆
肥
化
処
理
施
設
 

　
し
っ
か
り
水
切
り
さ
れ
、

専
用
ポ
リ
バ
ケ
ツ
に
出
さ
れ

た
生
ご
み
は
、
施
設
に
搬
送

さ
れ
、
草
や
木
の
チ
ッ
プ
と

ま
ぜ
、
4
か
月
か
け
て
堆
肥

が
作
ら
れ
ま
す
。
堆
肥
は
、

公
共
施
設
へ
は
無
料
、
市
民

へ
は
有
償
配
布
（
ひ
ま
わ
り

券
の
使
用
可
）
さ
れ
ま
す
。
 

　
他
に
、
資
源
ご
み
中
間
処

理
施
設
と
埋
立
ご
み
最
終
処

分
場
も
視
察
し
ま
し
た
。
 

 

所
感
 

　
家
庭
ご
み
の
取
扱
い
で
は
、

ご
み
を
出
す
人
の
ご
み
分
別

意
識
が
一
番
大
切
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
本
町
で
も
「
混
ぜ

れ
ば
ご
み
　
分
け
れ
ば
資
源
」

と
い
う
意
識
が
浸
透
す
れ
ば
、

ご
み
が
宝
物
に
変
身
し
、
「
物

を
大
切
に
す
る
心
が
、
人
を

大
切
に
す
る
心
に
も
つ
な
が

る
」
と
感
じ
ま
し
た
。
研
修

内
容
を
今
後
に
生
か
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

志布志市役所にて 

地域通貨のひまわり券 

氏名記入の指定袋 

総務建設常任委員会視察報告（伊藤　浩） 

リ
サ
イ
ク
ル
率
１０
年
連
続
日
本
一
 

鹿
児
島
県
志
布
志
市
 

氏　名 支出内容 

船戸光夫 

吉田　正 

岡　孝夫 

酒井正宗 

鈴木義彦 

大竹伸一 

伊藤　浩 

柘植　満 

齊木一三 

大島保憲 

丹羽　孝 

宮田和美 

丹羽　勉 

木野春徳 
倉知敏美 

合計 

交付額 

42,467 

51,052 

5,108 

53,259 

53,259 

50,338 

49,139 

54,900 

37,780 

52,919 

53,109 

44,620 

54,900 

46,430 
46,160 

695,440

支出額 

42,467 

51,052 

5,108 

53,259 

53,259 

50,338 

49,139 

65,266 

37,780 

52,919 

53,109 

44,620 

114,220 

46,430 
46,160

支出額の内訳 
研修費 

資料購入費 
研修費 

資料購入費 
資料購入費 

研修費 
資料購入費 

研修費 
資料購入費 

研修費 
資料購入費 

研修費 
資料購入費 

研修費 
資料購入費 

研修費 
研修費 

資料購入費 
研修費 

資料購入費 
研修費 

研修費 

研修費 
研修費 

38,780 
3,687 

35,840 
15,212 

5,108 
46,650 

6,609 
46,650 

6,609 
46,450 

3,888 
46,418 

2,721 
26,890 
38,376 
37,780 
46,310 

6,609 
46,500 

6,609 
44,620 

114,220 

46,430 
46,160

セミナー「国民健康保険制度の理解と今後」 
書籍購入「自治体は自治体らしく」等 
セミナー「自治体学校in金沢」 
書籍購入「住民と自治誌」等 
書籍購入「市民自治に生きて」等 
松江市議会行政視察 
書籍購入「実務必携 地方議会・議員の手引」等 
松江市議会行政視察 
書籍購入「実務必携 地方議会・議員の手引」等 
松江市議会行政視察 
書籍購入「戦国はるかなれど 堀尾吉晴の生涯」 
松江市議会行政視察 
書籍購入「実務必携 地方議会・議員の手引」 
セミナー「国民健康保険制度の理解と今後」 
書籍購入「政策資料 地方政治研究」等 
セミナー「国民健康保険制度の理解と今後」 
松江市議会行政視察 
書籍購入「実務必携 地方議会・議員の手引」等 
松江市議会行政視察 
書籍購入「実務必携 地方議会・議員の手引」等 
松江市議会行政視察 
セミナー「先進自治体に学ぶ議会改革」 
セミナー「国民健康保険制度の理解と今後」 
松江市議会行政視察 
松江市議会行政視察 

　政務活動費は、議員の町政に関する調査研究等の活動に資するための経費の一部として、年間1人6万円を 
　限度として交付しています。 
○政務活動費の見直し－27年5月から－ 

○政務活動費収支報告書は、議会のホームページに掲載しています。 
　http://www.town.oguchi.aichi.jp/4580.htm

「会派」から「議員個人」に見直しました。 
「一括前払い方式」から「実費後払い方式」に見直しました。 
政務活動費の適正な使用を確保し、その使途の透明性を高めるため、議員の責務、議長の調査
権を定めました。 
政務活動費の情報を公開する規定を定めました。 

【 
【 
【 
 

【 

交 付 対 象  
交 付 方 法  
調 査  
 
透明性の確保 

】 
】 
】 
 
】 

【 27年5月～28年3月分（1人当たり交付限度額54,900円） 】 

【 27年4月分（1会派1人当たり交付限度額4,900円） 】 

会派 交付額 
大政クラブ 
研政会 
誠真クラブ 
公明党 
共産党 

0 
0 
0 
0 

1,285

区分 
- 
- 
- 
- 

事務費 

支出内容 
- 
- 
- 
- 

文書保存箱購入 

（9人） 
（1人） 
（2人） 
（1人） 
（2人） 

単位：円 

単位：円 

平成27年度　政務活動費の収支報告 

※交付対象を5月から変更したため、
4月分は会派に交付しました。 

【4月】 
会派に 
交　付 

【5月～】 
個人に 
交　付 

変更 

し
 

ぶ
 

し
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総
務
建
設
常
任
委
員
会
は

5
月
16
・
17
日
に
委
員
8
人

と
職
員
2
人
で
、
市
部
門
リ

サ
イ
ク
ル
率
日
本
一
の
志
布

志
市
の
取
組
み
を
研
修
し
て

き
ま
し
た
。
 

 

視
察
地
の
概
要
 

　
鹿
児
島
県
東
部
の
志
布
志

湾
に
面
し
、
人
口
3
万
2
4
 

6
2
人
、
面
積
約
2
9
0
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
お
茶
や

サ
ツ
マ
イ
モ
畑
が
広
が
る
緑

一
杯
の
き
れ
い
な
市
で
す
。
 

 混
ぜ
れ
ば
ご
み
 

分
け
れ
ば
資
源
 

　
志
布
志
市
で
は
、
混
入
物

が
な
い
生
ご
み
を
週
3
回
、

資
源
ご
み
と
一
般
ご
み
を
月

1
回
、
衛
生
自
治
会
管
理
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
、

委
託
業
者
が
回
収
し
ま
す
。
 

　
粗
大
ご
み
は
個
別
収
集
。
 

　
本
町
と
の
違
い
は
、
①
ご

み
を
焼
却
し
な
い
、
②
指
定

袋
が
5
種
類
（
紙
類
、
空
き

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
と
一
般
ご
み
）
、

③
指
定
袋
に
は
氏
名
を
記
入
、

④
生
ご
み
堆
肥
化
処
理
施
設

や
資
源
ご
み
中
間
処
理
施
設

の
存
在
。
と
に
か
く
、
ご
み

の
分
別
収
集
が
徹
底
さ
れ
、

以
前
に
比
べ
埋
立
ご
み
が
8

割
削
減
、
10
年
間
で
資
源
ご

み
売
却
利
益
が
1
億
6
4
6
 

9
万
円
あ
り
ま
す
。
 

 

地
域
通
貨
の
発
行
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
が
決

め
た
道
路
の
一
定
区
間
を
き

れ
い
に
す
る
と
、
「
地
域
通

貨
の
ひ
ま
わ
り
券
」
が
も
ら

え
ま
す
。
市
民
は
こ
の
券
で
、

指
定
ご
み
袋
、
堆
肥
、
ひ
ま

わ
り
油
、
せ
っ
け
ん
等
と
交

換
で
き
ま
す
。
 

 指
定
袋
に
氏
名
を
記
入
 

　
ご
み
を
出
す
人
に
責
任
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
全

て
の
指
定
袋
に
氏
名
を
記
入

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
紙
類

以
外
の
指
定
袋
に
入
れ
る
資

源
ご
み
は
、
き
れ
い
に
洗
っ

て
乾
か
し
て
か
ら
出
す
習
慣

が
定
着
し
て
い
ま
す
。
 

 生
ご
み
堆
肥
化
処
理
施
設
 

　
し
っ
か
り
水
切
り
さ
れ
、

専
用
ポ
リ
バ
ケ
ツ
に
出
さ
れ

た
生
ご
み
は
、
施
設
に
搬
送

さ
れ
、
草
や
木
の
チ
ッ
プ
と

ま
ぜ
、
4
か
月
か
け
て
堆
肥

が
作
ら
れ
ま
す
。
堆
肥
は
、

公
共
施
設
へ
は
無
料
、
市
民

へ
は
有
償
配
布
（
ひ
ま
わ
り

券
の
使
用
可
）
さ
れ
ま
す
。
 

　
他
に
、
資
源
ご
み
中
間
処

理
施
設
と
埋
立
ご
み
最
終
処

分
場
も
視
察
し
ま
し
た
。
 

 

所
感
 

　
家
庭
ご
み
の
取
扱
い
で
は
、

ご
み
を
出
す
人
の
ご
み
分
別

意
識
が
一
番
大
切
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
本
町
で
も
「
混
ぜ

れ
ば
ご
み
　
分
け
れ
ば
資
源
」

と
い
う
意
識
が
浸
透
す
れ
ば
、

ご
み
が
宝
物
に
変
身
し
、
「
物

を
大
切
に
す
る
心
が
、
人
を

大
切
に
す
る
心
に
も
つ
な
が

る
」
と
感
じ
ま
し
た
。
研
修

内
容
を
今
後
に
生
か
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

志布志市役所にて 

地域通貨のひまわり券 

氏名記入の指定袋 

総務建設常任委員会視察報告（伊藤　浩） 

リ
サ
イ
ク
ル
率
１０
年
連
続
日
本
一
 

鹿
児
島
県
志
布
志
市
 

氏　名 支出内容 

船戸光夫 

吉田　正 

岡　孝夫 

酒井正宗 

鈴木義彦 

大竹伸一 

伊藤　浩 

柘植　満 

齊木一三 

大島保憲 

丹羽　孝 

宮田和美 

丹羽　勉 

木野春徳 
倉知敏美 

合計 

交付額 

42,467 

51,052 

5,108 

53,259 

53,259 

50,338 

49,139 

54,900 

37,780 

52,919 

53,109 

44,620 

54,900 

46,430 
46,160 

695,440

支出額 

42,467 

51,052 

5,108 

53,259 

53,259 

50,338 

49,139 

65,266 

37,780 

52,919 

53,109 

44,620 

114,220 

46,430 
46,160

支出額の内訳 
研修費 

資料購入費 
研修費 

資料購入費 
資料購入費 

研修費 
資料購入費 

研修費 
資料購入費 

研修費 
資料購入費 

研修費 
資料購入費 

研修費 
資料購入費 

研修費 
研修費 

資料購入費 
研修費 

資料購入費 
研修費 

研修費 

研修費 
研修費 

38,780 
3,687 

35,840 
15,212 

5,108 
46,650 

6,609 
46,650 

6,609 
46,450 

3,888 
46,418 

2,721 
26,890 
38,376 
37,780 
46,310 

6,609 
46,500 

6,609 
44,620 

114,220 

46,430 
46,160

セミナー「国民健康保険制度の理解と今後」 
書籍購入「自治体は自治体らしく」等 
セミナー「自治体学校in金沢」 
書籍購入「住民と自治誌」等 
書籍購入「市民自治に生きて」等 
松江市議会行政視察 
書籍購入「実務必携 地方議会・議員の手引」等 
松江市議会行政視察 
書籍購入「実務必携 地方議会・議員の手引」等 
松江市議会行政視察 
書籍購入「戦国はるかなれど 堀尾吉晴の生涯」 
松江市議会行政視察 
書籍購入「実務必携 地方議会・議員の手引」 
セミナー「国民健康保険制度の理解と今後」 
書籍購入「政策資料 地方政治研究」等 
セミナー「国民健康保険制度の理解と今後」 
松江市議会行政視察 
書籍購入「実務必携 地方議会・議員の手引」等 
松江市議会行政視察 
書籍購入「実務必携 地方議会・議員の手引」等 
松江市議会行政視察 
セミナー「先進自治体に学ぶ議会改革」 
セミナー「国民健康保険制度の理解と今後」 
松江市議会行政視察 
松江市議会行政視察 

　政務活動費は、議員の町政に関する調査研究等の活動に資するための経費の一部として、年間1人6万円を 
　限度として交付しています。 
○政務活動費の見直し－27年5月から－ 

○政務活動費収支報告書は、議会のホームページに掲載しています。 
　http://www.town.oguchi.aichi.jp/4580.htm

「会派」から「議員個人」に見直しました。 
「一括前払い方式」から「実費後払い方式」に見直しました。 
政務活動費の適正な使用を確保し、その使途の透明性を高めるため、議員の責務、議長の調査
権を定めました。 
政務活動費の情報を公開する規定を定めました。 

【 
【 
【 
 

【 

交 付 対 象  
交 付 方 法  
調 査  
 
透明性の確保 

】 
】 
】 
 
】 

【 27年5月～28年3月分（1人当たり交付限度額54,900円） 】 

【 27年4月分（1会派1人当たり交付限度額4,900円） 】 

会派 交付額 
大政クラブ 
研政会 
誠真クラブ 
公明党 
共産党 

0 
0 
0 
0 

1,285

区分 
- 
- 
- 
- 

事務費 

支出内容 
- 
- 
- 
- 

文書保存箱購入 

（9人） 
（1人） 
（2人） 
（1人） 
（2人） 

単位：円 

単位：円 

平成27年度　政務活動費の収支報告 

※交付対象を5月から変更したため、
4月分は会派に交付しました。 

【4月】 
会派に 
交　付 

【5月～】 
個人に 
交　付 

変更 

し
 

ぶ
 

し
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No.208
平成28年7月29日 
発行：愛知県大口町議会 

No.208
平成28年7月29日 
発行：愛知県大口町議会 

まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
9月定例会予定 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 丹

羽

　

勉

 
 

岡

　

孝

夫

 

酒

井

正

宗

 

吉

田

　

正

 

鈴

木

義

彦

 

伊

藤

　

浩

 

丹

羽

　

孝

 

発
行
責
任
者 

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

 

会議録が 
閲覧できます 

http://www.town.oguchi

.aichi.jp/2741.htm

9月 2日（金） 提案説明 
9月 7日（水） 質疑 
9月 8日（木） 質疑・委員会付託 
9月12日（月） 総務建設常任委員会 
9月14日（水） 文教福祉常任委員会 
9月20日（火） 一般質問 
9月21日（水） 一般質問 
9月27日（火） 討論・採決 

表紙の写真 
ガンバレ！

　「バシッ！」という音がグラウンドに響
き渡ります。間近で見ると怖いくらい、
すごい迫力です。 
　ヘルメットの白線と桜は五条川をデ
ザインしたもので、町内企業のチーム
であることの証しです。 
　今年も地元の代表として、熱い応援
を背に力いっぱい戦いました。 

議
会

だ
よ

り
 

議会だより 議会だより 自転車大好き、 
まちのお菓子屋さん 

沢田　正 さん 

取材を終えて 
　沢田さんの自転車は、片手で軽々持ち上が
るほど軽かったです。いつも交通安全に気を
つけているとのお話も伺いました。（吉田　正） 

議長の任期　2年を1年に 
北保育園建設工事（第2期）　3億7800万円 
一般質問　避難所では女性への配慮を 
　　　　　もったいない！ 食品ロスの削減を 
全議員　こう使った政務活動費 

～

愛する自転車と 

喜んでもらえるお菓子を作り続けます 

月
定

例
会

 N
o.2

0
8

平
成

2
8

年
7

月
2

9
日

 

発
行

／
大

口
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

常
任

委
員

会
 

議
会

だ
よ

り
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

 

〒
480-0144 愛

知
県

丹
羽

郡
大

口
町

下
小

口
七

丁
目

155番
地

 
T

EL（
0587）95-1702（

直
通

）　
 FA

X
 95-1454

女子ソフトボール 2016年日本リーグ2部（5月20～22日　総合運動場） 女子ソフトボール 2016年日本リーグ2部（5月20～22日　総合運動場） 

♪　趣味はなんですか？ 
　自転車（ロードバイク）に乗るのが好きです。
好きな理由は分かりませんが、「自分のでき
ることをできる限り命の続く限り！でも、た
まにはサボる」。それが楽しく続けられるコ
ツかと思います。 

 

♪　町や皆さんに言いたいことはありますか？ 
　この種の自転車は、車道を結構予想外なス
ピードで走りますし、時に隊列をなしドライ
バーの皆さんには大変なお邪魔虫となってお
りますが、寛大な思いやりを持って見守って
いただけたらなあと思います。 

 
♪　本業は、まちのお菓子屋さんですね？ 

　非常に微力ではありますが、わがまち大口
町の更なる活性化と知名度向上のために、得
意な菓子作りで貢献できるよう努力しています。 
 

♪　お店の他に、どこに置いていますか？ 
　県営名古屋空港のアンテナショップ「まる
っと！あいち」と名古屋栄の中日ビルタウン「ピ
ピっと！あいち」に、大口町の名前入りのお
菓子2種類（もちろん町内産の食材を使用）
を常時置いていただいています。また、愛知
県が推進している「いいともあいち運動」に
も参加しています。 
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